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総合品番台帳作成について 

・３ＤＣＡＤの効果は立体的に部品を疑似組み立てできる為、リストの 

正確性に有ります。このリストを使う事でユニット（組立図）単位の 

まとめは出来ますが、年間製作分等の大単位では別の方法が求められます。 

・ここで総合台帳品番表を使う事での効果を説明したいと思います。 

・図番台帳は各社持っておられると思いますが、機種ごとに違っていたりして 

全体を一元化した番号が無く、データ共通化や再利用の支障になってしま 

います。そこで総合番号台帳と図面をリンクした機能をエクセル表に 

持たせ図面には両方の番号を記述します。 
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・３ＤＣＡＤの『モデル』にデータを持たせる事でこのリンクが可能になります。 

・見積り金額、社内原価額など総合台帳品番にリンクする事によって一括の 

管理が出来、設計の改定に関してもデータがリアルタイムでリンクして 

きます。→次ページが参考『総合台帳品番』表です 



・参考画面『従来図番と品番のリンク』

総合台帳品番表 

3基本はエクセル表＋マクロ処理



台帳の各部の機能 
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・台帳品番は図面台帳番号にリンクさせます。この品番を３ＤＣＡＤ機能 

 を使ってモデル（図面）にリンクさせ画面表示します。 

・機種によっては図面番号の文字数が定型では有りませんが、この品番に 

リンクさせる事によって桁数が同じとなりＷＩＮＤＯＷＳの標準機能で 

関連データを探せます。また台帳を３○○○○○○Ａは製作品、４○○ 

○○○○Ａは購入品など分類も出来ます。 

 ・図面の改訂は○○○○○○○○Ａ→Ｂの形で行われ手配時に最新末尾 

記号のみの手配が可能とすれば誤手配が防げます。 

・出図時にユニット図面単位で台帳の名称と図面名称をチェックして、図番 

違いの警鐘を鳴らすことが可能です。また台帳の末尾記号差も管理できます 

 



手配ユニットリスト
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３ＤＣＡＤから手配ユニットリストの作成
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・３DCADは単品
たんぴん

モデルを作り、ボルトなどを拘束
こうそく

し疑似
ぎ じ

組立
く み た

てを行い 

ます。このビジュアルモデルから確認したリストが書き出されます。 

・この出力をエクセルに張り付け上述のチェックをさらに行います。 

・ユニットの利用としてはパラメータ設定により類似機種の作成も 

出来るので一度作ったユニットが有れば再利用が進みますし、 

再利用の際の共通部品も割り出すことが出来ます。 

・次ページに当社の今までの各機種の一部サンプルの一覧を表示します。 
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・総合台帳品番に後工程の見積・発注・在庫管理手法が紐付し商品コード等と 

リンクする事により応用範囲は広がります。 

・３ＤＣＡＤは伝達ベースに『モデル』を使いますが、現状ではまだ２D図 

が望まれており、図面ＰＤＦや業者によってはＤＸＦ、ＳＴＥＰの要望も 

あるでしょう。この一括保存場所やファイルの過不足管理も重要です。 

・各企業様には独特の仕様、仕組み等あると思いますので上記総合台帳品番表 

は柔軟に形を変えていく事が活用には必要で、改善はお打合せの上で対応して 

まいります。 

 

 
 


